
新型コロナウイルス対応地方創生臨時交付金を活用した事業について

⒈目的
　新型コロナウイルス感染症対応地⽅創⽣臨時交付⾦は、新型コロナウイルス感染症の拡⼤防⽌策、ポストコロナに向けた経済構
造の転換・好循環の実現、「ウィズコロナ」下での社会経済活動の再開と次なる危機への備え、未来社会を切り拓く「新しい資本主
義」の起動並びに「コロナ禍における原油価格・物価高騰」等についての対応として、地⽅公共団体が地域の実情に応じてきめ細やか

に効果的・効率的で必要な事業を実施できるよう、国が交付⾦を交付することにより、新型コロナウイルスの感染拡⼤の防⽌及び感

染拡⼤の影響を受けている地域経済や住⺠⽣活の⽀援等を通じた地⽅創⽣を図ることを目的としています。

⒉対象事業
　新型コロナウイルスの感染拡⼤の防⽌及び感染拡⼤の影響を受けている地域経済や住⺠⽣活の⽀援等を通じた地⽅創⽣に資す
る事業（経済対策に対応した事業）等の実施に要する費用の全部又は一部を負担する事業となっています

⒊交付限度額
　(１)令和3年度実施分（R2本省繰越分67,140千円含む）
　　　交付限度額（R2本省繰越分）67,140千円
　　　交付限度額（補助裏分）5千円
　　　交付限度額（補助裏分）1,448千円
　　　交付限度額（事業者支援枠）6,024千円
　　　交付限度額（地方単独事業分）63,664千円 （※令和4年度事業として本省繰越）

⒋事業費及び充当額
　(１)令和3年度事業費総額84,447,615円（※うち充当額74,617,000円）



交付金を活用した事業（令和2年度実施事業）

非常に効果があった

管内主要施設にAI検温器を設置したことによ
り入館前に発熱者の選別が可能となり、施設
内の感染予防が大いに図られた。

非常に効果があった

コロナ罹患者診察用機器の購入及びコンテ
ナ整備されたことで一般患者とコロナ罹患者
のゾーニングがなされ、本院における感染拡
大防止につながった。

効果があった

緊急事態宣言発出に伴う、来島自粛要請に
よって影響をうけた事業者に対し、協力金を
支給することで事業継続など支援をつながっ
た。

効果があった

施設内をUV除菌できるようになったことで安
心して受検出来る環境を構築したことにより、
本センター内での感染拡大防止につながっ
た。

効果があった

当事業でパンフレット等様々な販促品を作成
したことで真鯛を島外にPRすることが可能と
なった。また島内での認知向上にもつながり
売上の向上にもつながった。
R3売上1,342千円
R4売上2,676千円

Ｎｏ 事業名
事業開始
年月日

事業完了
年月日

担当課
総事業費

（Ａ）
事業目的及び概要

効果検証
方法

効果検証

1,769,000 R3.8.5 R3.8.27

各公共施設にＡＩ検温器による検温を実施し、
感染拡大防止を図る。
ＡＩ検温器　13施設に導入

施設
博物館・農園・まました温泉・自治会館・本庁
舎・住民センター・新島健康センター・勤労福
祉会館・憩の家温泉・開発総合センター・式根
島支所・式根島福祉健康センター・若郷支所

診療所の利用者や診療にあたる医療従事者
への感染を防止するため、新島・若郷・式根
島三地区診療所のゾーニング及び医療機器
を整備する。

購入
・ビデオインチュベーションシステム
・ベッドサイドモニター2台
・ストラクチャー2台
・発熱外来用コンテナハウス2棟
・発熱外来専用電子カルテ接続用パソコン2台
・発熱外来コンテナ用パソコン2台

ゴールデンウィーク中の緊急事態宣言発出な
ど観光事業の低迷が続くなか、引き続き三密
回避やその他感染防止事業に協力いただい
ている観光事業者に対し、協力金を支給す
る。
※前年度減収率が30％未満の事業者は対象
外。

実績
支援金200千円　79件に対し支給

観光客にコロナ罹患者が発生した際の一時
待機場所及び健診等実施する公共施設に空
間除菌可能（UV方式）な空気浄化装置を整備
する。

購入
36畳用×4台　18畳用×2台

設置場所
さわやか健康センター、福祉健康センター、コ
ロナ患者受け入れ施設

新型コロナウィルス感染拡大の影響を受け養
殖鯛の販売が落ちこみ、現状供給過多となっ
ている。状況改善を図るため、HPを更新する
とともに、パンフレット、ポスター、ステッカー当
販促物を作成し、販売促進につなげる。

交付金充当額 備考

ＡＩ検温器設置事業1

2

3

4

5

医療機器購入事業

新島村新型コロナウ
イルス感染症対策特
別協力金事業

公共施設感染対策
備品整備事業

式根島養殖鯛販売
促進事業

2,259,400

18,353,830

15,940,400

1,155,000

1,473,905

施設管理者に対して
ヒアリング

さわやか健
康センター

18,000,000 R3.6.28 R4.3.23 担当課ヒアリング
本村

診療所

産業観光課
観光係

800,000 R4.1.11 R4.2.21
施設管理者に対して
ヒアリング

さわやか健
康センター

14,000,000 R3.5.25 R3.12.23 対象者ヒアリング

1,448,000 R3.12.14 R4.3.28 担当課ヒアリング
産業観光課
農林水産係



非常に効果があった

発熱外来駐車場を整備したことで緊急時の
受け入れもスムーズに行えるようになり、緊
急医療体制の充実が図られた。

非常に効果があった

NO2と同様

効果があった

当初、分散業務率を効果検証の基準として
いたが村の方針として分散業務を任意とした
ため、性格な数字の収集が出来なかった。
しかし、個人端末を導入したことで分散業務
が可能となり庁舎内の密は回避された。また
個人端末でインターネット接続が可能になっ
たためWEB会議利用者が増加。内地への出
張件数も減り、人との接触の機会を大幅に削
減することが出来た。

非常に効果があった

導入前は停電時、窓を開け喚起をしていた
が寒暖の差から入居者のなかで体調を崩す
方もいた。
非常用発電装置整備後は村内停電時でも換
気扇・空気清浄機の利用が可能となったため
高齢者の体調管理が図られ、感染防止につ
ながった。

感染対策の観点から密を避ける事を目的と
し、新島本庁舎及び住民センターにおいて職
員が分散して業務が出来る環境整備（端末購
入・ネットワーク整備）を実施する。

・端末購入（ノート19台、タブレット51台）
・ルーター等ネットワーク機器購入

通常外来との接触を防ぐため、本村診療所に
発熱時の急患搬送及び発熱外来患者用のコ
ロナ専用駐車スペースを整備する。

新島・若郷・式根島三地区診療所の利用者や
診療にあたる医療従事者への感染を防止の
観点から、ゾーンニング用品、感染対策備品
及び医療機器を整備する。

購入
・ 患者搬送用ストレッチャー2台
・薬用冷蔵ケース1基
・空気清浄機1基
・採血台1台
・発熱外来患者監察用モニタ3台
・口腔外バキューム1式
・超音波診断装置1基
・輸液ポンプ1基
・小型吸引機1基
・待合室ベンチパーテーション6基
・キャスター付きワゴン1基

充当内訳

通常分
2,976,000円

事業者支援分
6,024,000円

7

8

9

テレワーク環境整備
事業

6
新島村診療所発熱
外来駐車場整備工

事

新島村診療所新型
コロナ感染症対策事

業

介護入所施設非常
用発電装置整備事

新島特養老人ホームではコロナ感染対策と
て、24時間換気扇及び空気清浄機を稼働させ
ているが停電時には自家発電装置がないた
め、窓を開けて換気する以外方法はない。し
かし入居者の体調管理などを考慮すると十分
な換気が出来ないなど問題点がある。そのた
め感染予防及び体調管理の観点から新島老
人ホームが実施する非常用発電装置整備事
業についてその費用を助成する。

2,552,000

4,729,285

2,000,000 R3.9.30 R3.12.15 担当課ヒアリング

R3.12.13 R4.3.23 担当課ヒアリング

企画調整室

本村
診療所

20,000,000 R3.12.10 R4.3.31
施設管理者に対して
ヒアリング

民生課
福祉介護係

本村
診療所

R3.12.15 R4.2.24 担当課ヒアリング

3,000,000

22,549,000

9,991,795 9,000,000



非常に効果があった

ネットワーク環境が整備されたことで定期ミー
ティングや研修など様々用務をWEBを活用し
て実施している。これにより接触の機会が大
幅に削減され、施設内の感染防止に寄与し
た。

84,447,615 74,617,000合計

介護入所施設IT化・
WEB研修設備等整

備事業
10

コロナ禍における感染防止対策として新島特
養老人ホームのIT化を促進するとともに、施
設内のネットワークの整備並びにそれに伴う
機器の更新について支援を行い、非接触型
の研修機会を増大させるなどの感染防止対
策の充実を図る。

購入及び設備
・施設内ネットワーク更新
・PC更新

施設管理者に対して
ヒアリング

民生課
福祉介護係

5,443,000 4,600,000 R3.12.10 R4.3.29




